
２０１８年度岐阜アソシア事業報告書 

 

社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

 当法人が設置する「視覚障害者生活情報センターぎふ」が所期の目的を達成

できるように、資金を確保して資金援助を行うとともに、岐阜県及び岐阜市の

委託事業等を実施することにより、視覚障害者福祉の向上発展のために努めた。 

 

１．「視覚障害者生活情報センターぎふ」の経営 

  「視覚障害者生活情報センターぎふ」が、地域における視覚障害者福祉の

総合センターとしての機能を発揮するように努め、事業をとおして「視覚障

害者とともに生きる」社会作りを目指した。 

 

２．「障害者総合支援法」による同行援護、移動支援事業の経営 

  岐阜アソシア・視覚障害者居宅介護事業所を設置して視覚障害者・児を対

象とした同行援護、移動支援事業を引き続き行った。ガイドヘルパー養成・

スキルアップ講座、代読・代筆講習会を実施し、ガイドヘルパーの育成に努

めた（延べ１１回 受講者４９０名）。また、岐阜はもんの会の協力により、

外出サポート事業を実施した(１９件 延べ５０名)。 

 

３．運営資金確保のための活動 

  「視覚障害者生活情報センターぎふ」を支援する募金活動を引き続き行っ

たほか、全国のキリスト教会及び教会が経営する学校・幼稚園・信徒等に対

して協力依頼を行った。さらに、岐阜県内すべての小・中・高等学校及び幼

稚園に「書き損じ葉書」の寄付を依頼するなどして、「視覚障害者生活情報

センターぎふ」の運営資金の確保に努めた。 

（１）「感謝のしおり第３０号」を作成し、協力者１，７００余名に配布して引

き続き協力を依頼した。 

（２）クラウドファンディングを利用して新たな協力者の充実に努めた。 

（３）全国のキリスト教会・キリスト教系の学校・幼稚園並びに信徒等に対し

事業への協力依頼文書を発送して資金確保に努めた。 

（４）募金箱を近郊の書店、医療機関、ホテル及び岐阜県眼鏡商業協同組合（県

下の同組合加盟眼鏡店８０店の店頭に設置）の協力により、一般市民の

協力を依頼した。 

（５）岐阜はもんの会の全面的な協力により、運営資金獲得のためのバザーを

実施し、金８８７，６８７円の収益を上げ、これを運営資金とした。な

お、視覚障害者への配慮として、点字の値札をつけるなどして、多くの



視覚障害者に買い物を楽しんでいただいた。５月２７日（日）に開催し

て約２００名の入場者があった。 

（６）岐阜はもんの会の全面的な協力を得て、ひまわりの会から引き継いだ就

労支援事業を実施した。２０１７年度分の収益として岐阜はもんの会か

ら８４４，９０１円の寄付を受けた。 

（７）岐阜県内のすべての小学校・中学校・高等学校及び幼稚園に対して「書

き損じ葉書」の寄付を依頼した６８校の学校、幼稚園からハガキ６，３

０５枚、切手２，３０５枚、テレカ７２枚の寄付があり、９１，２９７

円の収益を上げることができた。 

 

４．岐阜県・岐阜市からの受託事業 

（１）岐阜県の「岐阜県からのお知らせ」点字版(標準サイズ、Ｌサイズ)、音

声版（デイジー版、テープ版、テキストメール版）、岐阜市の「広報ぎ

ふ」点字版(標準サイズ、Ｌサイズ)、音声版(「あいメール」（デイジー

版、テープ版）)、YouTube 版の製作を引き続き受託製作して、視覚障害

者への広報活動に協力した。 

（２）県内公的機関の閲覧用冊子として、岐阜県議会の「岐阜県議会だより」

点字版(標準サイズ、Ｌサイズ)、音声版（デイジー版、テープ版）を受

託製作して、視覚障害者への議会情報の提供に協力した。 

（３）岐阜県から委託を受けて視覚障害者福祉事業（点訳奉仕員養成、音訳奉

仕員養成、歩行訓練士派遣事業、中途失明者緊急生活訓練事業、点字版・

録音版「視覚障害者福祉の手引」作成事業等）を、また、岐阜市から委

託を受けてＳＰコード版・音声版｢障がい者の明日のために（視覚障が

い抜粋版）｣を引き続き行い、視覚障害者福祉の向上のために協力した。 

 

５．関係機関、団体との連携 

（１）岐阜県身体障害者福祉協会及び岐阜県視覚障害者福祉協会が行う視覚障

害者福祉事業、岐阜県立岐阜盲学校及び同窓会、「視覚障害者の教育と

福祉を進める会」の事業に協力し、視覚障害者福祉の向上に努めた。 

（２）岐阜県社会福祉協議会及び各地域社会福祉協議会等の行う視覚障害者福

祉事業に協力した。 

（３）日本盲人キリスト教伝道協議会、日本聖公会社会福祉連盟に引き続き加

盟してその活動に協力した。 

（４）岐阜県図書館協会の図書館協議会に引き続き加盟し、県内の図書館の行

う視覚障害者情報提供事業に協力した。 

（５）社会福祉法人日本盲人社会福祉施設協議会の「情報サービス部会」、「自

立支援施設部会」と、特定非営利活動法人全国視覚障害者情報提供施設



協会に引き続き加盟し、技術研修及び情報の収集に努めるとともに、そ

れぞれの団体の行うプロジェクトに委員を派遣し、事業に対して協力し

た。 

（６）その他、県内関係機関、団体に対して、視覚障害に関する助言をするな

ど連携を図った。 

 

６．「重複視覚障害者の就労支援を考える会」の設置 

   岐阜アソシア役員、日本聖公会、岐阜県視覚障害者福祉協会、岐阜盲学

校、視覚障害者生活情報センターぎふ利用者に参加依頼をして、第 1 回目

の「岐阜県の視覚障害者の今後を考える会」を開催した。岐阜県において

山積する重複視覚障害者、高齢視覚障害者の問題等について意見を伺い、

２０１９年度より関係団体等から委員を組織して、定期的に会を持つこと

を確認した。 

 

７．「盲養護老人ホーム建設構想委員会」の設置 

  同上 

 

８．防災意識の啓発 

   地域住民と災害弱者が災害時に共助できる社会構築を目指して防災運動

会を実施した。１０月１３日（土）に岐阜県立岐阜盲学校体育館を会場に

「第１２回防災運動会」として実施した。（参加者１７３名） 

   



２０１８年度視覚障害者生活情報センターぎふ事業報告書 

 

社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

事業概要 

 職員９名によって幅広い事業活動を展開した。尚、この事業は岐阜はもんの

会の全面的な協力を得て行ったものである。 

 情報提供部門では、引き続き全国の視覚障害者を対象に、点字図書・録音図

書の貸し出し、点字図書・録音図書の製作、点字資料類の製作、岐阜県図書館

との相互協力によるリーディングサービス事業、点訳及び音訳ボランティアの

養成、拡大教科書製作、触図の製作、点字印刷・製本、館内閲覧業務、対面音

訳サービス、パソコン操作相談サービス等の事業を行った。そのほか点字図書・

雑誌類の購入や各種資料の収集によって蔵書の充実に努めるとともに、全国視

覚障害者情報提供施設協会のネットワークシステムである「サピエ」の事業へ

の積極的な参加、国立国会図書館が行う「点字図書・録音図書全国総合目録」

の事業への継続参加によって視覚障害者への情報提供の充実を図った。また、

視覚障害者用デジタル録音図書・雑誌の製作に引き続き取り組み、デジタル録

音再生機器の取り扱いを指導して利用の促進を図った。さらに、弱視者への情

報提供として個別のニーズに応えて拡大写本サービスを展開した。 

 生活支援部門では、身近な窓口として視覚障害者からのあらゆる相談に応じ

たほか、視覚障害者の外出の機会を広げる外出サポート事業、日常生活用具の

収集・展示、クラブ活動の推進などを継続実施して、多様化する視覚障害者の

ニーズにきめ細かく対応するとともに、岐阜盲学校で催されるオープンキャン

パスにブースをお借りして、小中高生に対してミニ点字教室を実施するなど、

視覚障害者福祉の啓発に努めた。 

 日常生活技術指導部門では、歩行指導、パソコン指導及び中途視覚障害者に

対する点字学習指導を引き続いて行ったほか、必要に応じて日常生活における

基本的な技術指導を行った。そのほかにも、岐阜うかいネット(岐阜ロービジョ

ンケアネット)に加盟して、埋もれている中途視覚障害者、ロービジョンへの相

談、支援等を積極的に行った。 

 また、2017 年度に視覚障害児・者・親の会「ひまわりの会」から就労支援事

業を引き継いで、事業を継続させるとともに、事業所開設に向けて準備を進め

た。 

  



各事業の内容 

（以下、施設名を「生活情報センター」と略す） 
 

Ⅰ 情報提供部門  

 

事業実績（２０１９．３．２６現在） 

 （１）蔵書数 

      点字図書 ８，７６９タイトル（２５，３８０巻） 

      録音図書 ５，２２２タイトル（２７，５６２巻） 

DAISY図書   ４，４６６タイトル 

   （うち、自館製作 点字図書３，０４０タイトル、録音図書４，０５１タ

イトル、CD図書１，３０１タイトル） 

 

    （2018年度増加分） 

     点字図書 １２６タイトル（３９５巻） 

       厚労省委託   １９タイトル（ ４０巻）   

       自館製作    ８７タイトル（２９５巻）   

              複   製       ２タイトル（  １０巻） 

       購   入     １タイトル（   ５巻）  

寄   贈    １７タイトル（  ４５巻） 

     録音図書 １６２タイトル（１６７巻） 

       厚労省委託   ５０タイトル（ ５０巻） 

       自館製作   ８７タイトル（９２巻） 

       複   製     ０タイトル 

       購   入    ０タイトル 

       寄   贈   １４タイトル（１４巻） 

       そ の 他   １１タイトル（１１巻） 

 

テキストデイジー ５４タイトル 

シネマ・デイジー  ２タイトル 

 

    （2018年度廃棄分） 

     点字図書        ３タイトル 

     録音図書       ０タイトル 



 

 （２）貸し出し数 

     点  字   ２，０１８タイトル（４，１７２巻） 

      うち、図書   ７０６タイトル（２，５５８巻） 

          雑誌 １，３１２タイトル（１，６１４巻） 

                 （点字雑誌取扱数  ２２種 ２９巻） 

     録  音  １０，４９３タイトル （２５，３０４巻） 

      うち、図書 ９，３２９タイトル （１２，３２８巻） 

         （テープ図書取扱数    ６６４タイトル ３，６１３巻） 

  （デイジー図書取扱数  ８，６３４タイトル ８，６７８巻） 

              雑誌  １，１６４タイトル（１２,９７６巻） 

          （テープ雑誌取扱数        １１種 １９巻） 

          （デイジー雑誌取り扱い数  ６０種 ６７巻） 

 

 （３）サービス実績（一部再掲） 
 

  
 点  訳 

  蔵 書         ８７タイトル（２９５巻） 

  プライベートサービス  ９８件（１，６９５ページ） 

 音  訳 

  蔵 書  ８７タイトル（デイジー８５タイトル・テープ２タイトル） 

    プライベートサービス １１タイトル 

（デイジー１１タイトル） 

テキストデイジー図書  蔵 書  ５４タイトル 

シネマ・デイジー図書  蔵 書  ２タイトル 

 

 製 

 

 作 

  

 

 

  製 

 作 

 以 

 外 

  点字データ提供    ２件 

   点字打出し      ９件（２，４３８ページ） 

  テープコピー     ２件 

   対面音訳サービス   延べ ４件８時間 

   その他、代筆、墨字訳、触図、墨字入力、葉書印刷など 

 

（４）来館者数 

    個人 ５，７６９名（利用者１，９７６名、ボランティア３，７９３名） 



    団体 １０団体 ３３６名 

 

１．点字部門の製作と貸し出し 

 （１）点字図書の最新の出版情報及び「サピエ図書館」に登録される点字図書

情報を常に把握し、利用者の要望に速やかに応えた。 

 （２）利用者の希望に応じて、県図書館が購入した新刊書を借り受けるほか、

新たに原本を購入し、点訳ボランティアの協力によって点訳図書として

製作して、希望者に提供した。また、点訳ボランティアの協力によって、

利用者の希望に応じた自館製作図書の増加に努めた。製作に当たっては、

点訳図書を読者に速やかに提供できるよう、点訳→校正→判定→修正→

点検→製本→装備の一連の作業すべてにボランティアの協力を得て、そ

れぞれの作業のスピード化を図った。なお、製作した点訳図書は「サピ

エ図書館」に登録して全国の共有財産とするとともに、常に着手情報を

把握しながら重複政策を回避した。さらに、国立国会図書館総合目録に

も登録され、全国の点字図書館、公共図書館等との相互貸借を行って図

書館サービスの充実に努めた。 

   相互貸借の状況は次のとおり。 

 
 
 
  

 他館所蔵図書借受数 自館所蔵図書貸出数  

 点字図書  ３５２タイトル(１，３９６巻） ２２２タイトル(７５８巻） 

 

 （３）利用者の学習要求、情報要求に対して、「サピエ図書館」、その他イン

ターネットを活用して幅広い分野での情報提供に努めた。 

 （４）点訳講習会を開催して新たに点訳者を養成するとともに、講習会修了者

に対しては、最新の点訳ソフト、ＯＣＲ等を導入、周知し、利用者に速や

かに情報提供できるよう努めた。 

 （５）館報「長良川だより」（点字版３８５部、墨字版２４６部、メール版７

４通）を毎月継続発行し、利用者及び関係機関へのきめ細かい情報提供に

努めた。「長良川だより」には、生活情報センターからのお知らせ、点字・

録音新着図書案内、「サピエ図書館」に新しく登録された主な資料の紹介

などを掲載した。 

 （６）日本書籍出版協会発行の「これから出る本」から抜粋（毎月約８０タイ

トル分）し、点字版を継続発行し、希望者２７名に配布した。これによ

って、墨字図書情報を提供するとともに、利用者の希望図書を把握して



自館製作の点訳原本を決定した。 

 （７）点字交流誌「心」を年４回発行して希望者１５２名に配布し、利用者間

の意見・情報交換の場を提供した。 

 （８）Ｌサイズ点字プリンターを設置して、常時中途視覚障害者のＬサイズ点

字図書等の求めに応じられるよう努めた。 

 （９）プライベートサービスにより、個人の必要とする資料等の即時提供に努

めた。 

 

２．録音部門の製作と貸し出し 

 （１）録音図書の最新の出版情報及び「サピエ図書館」に登録される録音図書

情報を常に把握し、利用者の要望に速やかに応えた。また、岐阜県図書

館との相互協力によってリーディングサービス事業を行った。この事業

では、利用者の希望に応じて、県図書館が購入した新刊書を借り受ける

ほか、新たに原本を購入し、音訳ボランティアの協力によって録音図書

として製作して、希望者に提供した。 

（２）音訳ボランティアの協力によって利用者の希望に応じた自館製作図書の

増加に努めた。製作に当たって図書を読者に速やかに提供できるよう、

音訳→校正→判定→訂正→編集→プリント→装備の一連の作業すべてに

ボランティアの協力を得て、それぞれの作業のスピード化を図った。な

お、製作した録音図書は「サピエ図書館」に登録して全国の共有財産と

した。また、国立国会図書館総合目録にも登録され、全国の点字図書館、

公共図書館等との相互貸借を行って図書館サービスの充実に努めた。 

  相互貸借の状況は次のとおり。                                        

 他館製作図書借受数 自館製作図書貸出数 

 テープ図書 ４２６タイトル（２，３８２巻） ２１０タイトル（ １，０７１巻） 

デイジー 

図書 

６，１６０タイトル（６，２０９巻） １，４２７タイトル（ １，４２８巻） 

  

（３）音訳講習会を開催して新たに音訳者を養成するとともに、講習会修了者

に対しては、デイジー編集技術を習得してもらうなど、利用者に速やか

に情報提供できるよう努めた。 

（４）視覚障害者用デジタル録音図書の製作に取り組み、音声デイジー８７タ

イトル、テキストデイジー５４タイトル、シネマ・デイジー２タイトル



のデイジー図書を製作した。また、テキストデイジー製作講座、シネマ・

デイジー製作講座を開催して、編集スタッフの増強に努めたほか、デイ

ジー学習会（月１回）を開催してデジタル録音図書製作の知識・技術の

向上を図った。 

（５）館報「長良川だより」（デイジー版 １０５部、テープ版 ３０部）で、

「新着録音図書」を毎月紹介し、利用者及び関係機関へのきめ細かい情

報提供を行った。尚、内容については点字版・墨字版とほぼ同様である。 

（６）日本書籍出版協会発行の「これから出る本」から抜粋（毎月約８０タイ

トル分）し、墨字図書の近刊情報（デイジー版 １０部、テープ版 ４部）

を提供した。これによって、墨字図書情報を提供するとともに、利用者

の希望図書を把握して自館製作の音訳原本を決定した。 

（７）月刊録音雑誌サウンドパーク「心」を毎月製作して、デイジー版１７６

名、テープ版（C-９０ １巻）９６名の希望者（施設を含む）に貸し出し

た。 

（８）「婦人公論 全文音声版」を毎月２回製作して、デイジー版１２６名、

テープ版（C-９０ ２巻）３３名の希望者（施設を含む）へ貸し出した。

また、「サピエ図書館」にもアップし、ダウンロード数３，３５８回、

実人数２，６４３名の利用があった。「岐阜新聞 分水嶺」を毎月製作し

て、デイジー版５５名の希望者に貸し出した。また、「サピエ図書館」

にもアップし、ダウンロード数３９８回、実人数４５２名の利用があっ

た。また、前年度に引き続いて地域情報を提供するための録音雑誌「生

活情報誌 月刊ぷらざ」を毎月製作して、デイジー版４３名、テープ版（C

-９０ １巻）１２名の希望者に貸し出した。その他、月刊誌「ＪＡＦＭ

ＡＴＥ」を毎月製作して、デイジー版５７名の希望者に貸し出した。ま

た、「サピエ図書館」にもアップし、ダウンロード数２０４回、実人数

２２８名の利用があった。 

 （９）プライベートサービスにより、個人の必要とする資料（テキスト、音声

デイジー、テキストデイジー、マルチメディアデイジー）等の即時提供

に努めた。 

 （10）利用者の希望に応じて、延べ４件（８時間）の対面音訳サービスを行っ

た。 

（11）その他に、利用者の求めに応じて、日本点字図書館、日本盲人会連合、

神奈川県ライトセンター等が製作するデイジー・テープ雑誌をプリント

して貸し出した。 



３．拡大写本サービスの充実 

通常学級に在籍する弱視児童・生徒に対して、教育委員会からの依頼を受

けて１教科４分冊の拡大教科書の製作をした。 

また、通常学級に在籍する弱視児童・生徒に対して、利用者個人からの依

頼を受けて１教科４分冊の拡大教科書の製作をした。 

 

４．触図の製作 

     点訳図書原本にある様々な図・表等の作成に全面的に取り組んだ。 

 

５．ボランティアの養成 

 （１）岐阜はもんの会主催で２０１８年度は「点訳ボランティア研修会」を行

い、講師に藤下直美氏を迎えて、会員・協力団体等を含めて９６名が受講

した。 

 （２）岐阜県の委託による点訳講習会（岐阜教室、北方教室）及び音訳講習会

（岐阜教室、可児教室）を２０１８年６月から２０１９年３月までの間に、

それぞれ２９回にわたって開催し、点訳１２名、音訳１９名、合計３１名

の修了者を得ることができた。またデジタル録音図書製作体制を強化する

ため、音訳ボランティア等を対象に音声デイジー編集講座（１１名修了）、

テキストデイジー製作講習会（８名修了）、シネマ・デイジー製作講座（１

７名修了）を開催した。 

 （３）点訳・音訳ボランティアの資質の向上を図るため、前年度講習会修了者

を対象として「点訳勉強会」（岐阜・可児の２教室）及び「音訳勉強会」

（岐阜の１教室）をそれぞれ月１回開催してアフターケアに努めるととも

に、毎月定期的に「点訳の集い」（岐阜・大垣・可児の３教室）、｢点訳

学習会｣（岐阜１・岐阜２の２教室）及び「音訳学習会」（岐阜・可児の

２教室）、音訳校正学習会（岐阜の１教室）、デイジー学習会（岐阜の１

教室）を開催して、点訳・音訳技術の向上に努めた。 

 （４）点訳図書製作に関わる職員とボランティアで構成する「点訳図書製作プ

ロジェクト」を毎月１回開催して、図書製作に関わる知識・技術を修得し、

資質の向上に努めた。 

（５）小中高生、福祉団体等から増え続ける施設見学に応えられるよう、施設

案内講習会を開催して案内ボランティアの増員に努めた。 

 

 



６．ネットワーク事業への参加 

    パソコンで製作した点字データ、音声データの登録を行うなど、視覚障害

者情報ネットワークシステムとして機能している「サピエ図書館」の事業に

積極的に参加し、利用者サービスの向上を図った。 

 

７．点字印刷・出版、その他 

 （１）岐阜県広報紙「岐阜県からのおしらせ」点字版（月刊・２６ページ・２

８７部）及び岐阜市広報紙「広報ぎふ」点字版（月２回・３２ページ・９

４部）の製作・配布を委託事業として行った。なお、中途視覚障害者をは

じめ高齢によって点字の触読が困難になった読者には、Ｌサイズ点字版

「岐阜県からのおしらせ」（３９部）、「広報ぎふ」（１８部）を作製し

配布した。その他、岐阜県の委託により「視覚障害者福祉の手引」点字版

（１５０ページ・３２５部）の製作を行った。 

 （２）岐阜県広報紙「岐阜県からのおしらせ」の音声版（月刊・デイジー版３

９部、テープ版C-４６・１巻１４４部）、テキストメール版（１２通）及

び岐阜市広報紙の音声版「あいメール」（月２回・デイジー版１２部、テ

ープ版C-６０・１巻３１部）の制作・配布を委託事業として行った。その

他、岐阜県の委託により「視覚障害者福祉の手引」音声版（デイジー版３

８部、テープ版C-９０・２巻・１３４部）の製作を、また、岐阜市からの

委託で「障がい者の明日のために（視覚障がい抜粋版）」のＳＰコード製

作と音声版（デイジー版３０部、テープ版C-６０・１巻３０部）の製作を

それぞれ行った。 

 （３）日本聖公会の委託を受けて、祈祷書及び聖歌集等の点字版を希望に応じ

て製作した。 

 （４）岐阜県身体障害者福祉協会会報「希望」（年2回）、その他小冊子、視覚

障害者団体の会議資料、及び会員向け通知文などの点字版製作をそれぞれ

の依頼によって行った。また岐阜県、及び各市町村選挙管理委員会の依頼

による各種選挙の「候補者名簿」点字版の製作、点字の名刺の製作に協力

した。 

 （５）県内公的機関の閲覧用冊子としての「岐阜県議会だより」点字版(標準

サイズ４３部、Ｌサイズ４３部)、音声版（デイジー版４０部、テープ

版４０巻）を製作した。 

 

 



８．関係機関・団体との連携 

 （１）特定非営利活動法人全国視覚障害者情報提供施設協会（全視情協）及び

社会福祉法人日本盲人社会福祉施設協議会（日盲社協）の１施設として各

種事業に参加した。そのほか、全視情協、日盲社協・情報サービス部会の

各種プロジェクト委員会に協力した。 

 （２）中部ブロック点字図書館連絡協議会加盟の各点字図書館相互の連携を密

にし、事業の効果を上げるために積極的に協力した。 

 （３）日本図書館協会に引き続き加盟し、図書館界の情報収集に努めた。 

 （４）岐阜県図書館協会に引き続き加盟し、県内の図書館との連携に努めるほ

か、岐阜県図書館の音訳講座・研修会等、要請に基づいて各地域でのボラ

ンティア講座に講師を派遣した。 

 （５）隔月に名古屋市鶴舞中央図書館等を会場に開催する「東海点字研究会」

に参加するとともに、その運営に積極的に協力した。 

（６）盲学校、岐阜うかいネット（岐阜ロービジョンケアネット）、ＪＲＰＳ

等と情報交換を行い連携を図った。 

 （７）岐阜市主催の「オンリーワンわたしたちの芸術祭」で、司会を務めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ 生活支援部門  

 

１．生活相談・支援 

 （１）中途視覚障害者をはじめ、視覚障害者からのさまざまな相談に応じ、

関係機関と連携を図りながらその解決に取り組んだ。 

 （２）岐阜大学、岐阜盲学校、岐阜県眼科医会、岐阜県眼鏡商業協同組合、

岐阜県視能訓練士会等で構成する岐阜ロービジョンケアネット（うか

いネット）に加盟し、各団体と連携して中途視覚障害者の相談・支援

を行った。 

なお、事業の実施状況は次のとおり。 

・実施件数 ２２件（延べ２１名） 

 

２．「視覚障害者外出サポート事業」の充実 

視覚障害者団体の行事のサポートや生活情報センターに来館した際の

買い物等、同行援護事業に該当しない支援に対して「視覚障害者外出サポ

ート事業」を行った。また、インターネットを利用した外出サポートの全

国ネットワークである「全国視覚障害者外出支援連絡会」（ＪＢＯＳ）に

引き続き加盟して、他県の外出サポート事業実施団体との連携を図った。 

なお、事業の実施状況は次のとおり。 

・実施件数 １９件（延べ５０名） 

 

３．多様な学習機会の提供（ワークショップの開催） 

 （１）３Ｂ体操：運動不足になりがちな視覚障害者にとって、3B 体操は年齢

性別に関係なく誰にでも無理なく、心身ともに健康な日常生活を送れ

るよう、気軽に楽しめる有益な体操である。月に１ないしは２回教室

を開き、視覚障害者の健康増進を図った。 

・実施回数 ２０回（延べ約１２０名） 

 （２）社交ダンス：一般の社交ダンス教室には視覚障害者は入りづらい、し

かしダンスを通して交流を深めたい、日ごろの運動不足を解消したい

等の目的で、生活情報センター等を会場に社交ダンス教室を実施した。 

・実施回数 ４８回（延べ約１４０名）  

 （３）太極拳：一般の教室では型や一連の動作の流れを教えてもらいづらい

との多くの声が寄せられ、視覚障害者に理解のある講師を招いて教室

を実施した。 

・実施回数 ２４回（延べ約１４０名） 



 （４）２０１８さよなら餅つき会：御輿愛好会「驀（まっしぐら）」の協力の

下、地域住民とともに視覚障害者も杵を手に昔ながらの風物詩である

餅つきを楽しんだ。 

・実施日 １２月１６日（日） 

・参加人数 約１５０名(利用者、地域住民、関係者含む) 

 （５）アソシアシネラマボイス：一般の映画上映会ではまだ十分に普及して

いない副音声解説付き上映会を定期的に毎月１日ないしは次の日に実

施した。 

・参加人数 １９２名 

 （６）読書会「本の玉手箱」：読書という共通の趣味を持つ利用者、ボランテ

ィア等を対象に、本のことを自由に語れる場として隔月に１回実施し

た。 

・参加人数 延べ７２名 

 

４．日常生活用具の収集・展示 

視覚障害者が日常生活を営む上で便利な用具類を引き続き収集・展示し

て視覚障害者が気軽に試用できるよう配慮した。また視覚障害者の希望に

応じて購入斡旋を行った。 

 

５．施設機能強化事業の実施 

 （１）避難訓練：水害、火災等を想定して、職員の役割分担を確認したうえ

で、来館者に対して抜き打ちで避難訓練を実施した。なお 2 回目は新

年度に入り行った。（２０１９年４月２５日(木)） 

・実施日 ２０１８年１１月２８日(水) 

 （２）第１２回防災運動会：災害時に地域住民と障害者が自助・共助しあえ

る体制づくりを構築できるよう、岐阜県、岐阜盲学校、岐阜県視覚障

害者福祉協会との共催で岐阜盲学校を会場に実施した。 

・実施日 １０月１３日（土） 

・参加人数 約１７３名 

 （３）普通救命講習Ⅰ：不測の事態に備え、地域で救命活動ができるよう、

視覚障害者、ボランティアを対象に岐阜中消防署の協力を得て実施し

た。 

・実施日 ２０１９年３月１６日(土) 

・参加人数 ５名(内視覚障害者２名) 

 （４）クラブ活動の推進：生活情報センターを拠点として、視覚障害者と晴

眼者が共通の趣味や目的で集まるクラブ活動の場を提供し、両者の交

流を促進した。センターとしては、担当者を配置した上で、①広報（視



覚障害者・晴眼者双方に対して）、②会場・機材の提供、③資料（点字・

墨字）の製作の３点について支援を行った。 

今年度の状況は次のとおり（編みものクラブ、卓球クラブは月２回、

その他はいずれも月１回）。 

 ア．料理クラブ…１９９７年１２月発足、１１名（視覚障害者６名、晴眼者

５名） 

 イ．卓球クラブ…１９９９年２月発足、１０名（視覚障害者６名、晴眼者４

名） 

 ウ．編みものクラブ…２００６年４月発足、１０名（視覚障害者４名、晴眼

者６名）   

 エ．コーラスクラブ…２００７年４月発足、１３名（視覚障害者１０名、晴

眼者３名） 

 

６．災害時要援護者支援を目的とする支援システム体制の構築 

災害時の安否確認の目的と要援護者と支援者を把握する「避難行動要支

援者システム」のデータを構築しながら運用を開始した。 

 

７．センター交流会の実施 

利用者とボランティア・職員との交流を目的に「センター交流会」を生

活情報センターと瑞浪市で実施した。なお、生活情報センターでは午前に

生活協同組合コープぎふによるサービス説明・実演・体験会を、瑞浪市で

は用具展示会をそれぞれ開催して、午後からの懇談会の参加を促した。 

（生活情報センター） 

・実施日 ２月８日（金） 

・参加人数 利用者３５名（内付添３名） 

職員・ボランティア２０名 

（瑞浪市・瑞浪総合文化センター） 

・実施日 ７月２２日（日） 

・参加人数 参加者５４名（内付添・ガイドヘルパー含む） 

職員・用具出店業者９名 

 

８．視覚障害者福祉協会等の行事や活動への協力 

 （１）岐阜県視覚障害者福祉協会が岐阜県の委託を受けて実施する視覚障害

女性家庭生活訓練事業（５月～１２月）に対し、「岐阜はもんの会」と

ともに全面的に協力した。 

 （２）岐阜県視覚障害者福祉協会との共催で、「点字フォーラム２０１８」を

行った。今年度も昨年に引き続き対象を東海地区に広げて実施した。



また、競技のほか、午後のディスカッションでは、点字表記法改訂に

向けて、視覚障害者にもっと受け入れやすい点字になるよう要望する

ことを確認した。 

・実施日 １１月２５日（日） 

・内容 午前…早読み、記憶書き、聞き書き、写し書き等 

午後…みんなでディスカッション「点字表記について」 

・参加人数 １５名 

 

９．視覚障害者福祉の啓発活動 

毎年夏休みに点字、視覚障害者、盲導犬等に関心を持つ小中高生を対象 

に「親子点字教室」「１日点字教室」を開催してきたが、より多くの人に

関心を持ってもらえるよう、２０１８年度は岐阜盲学校のオープンキャン

パスにおいて「岐阜アソシア点字体験コーナー」を実施した。 

・実施日 ８月４日（土） 

・参加人数 約７０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ 日常生活技術指導部  

 

１．歩行指導の実施 

歩行指導員により個別に歩行指導を行ったほか、必要に応じて歩行指導

以外の生活技術指導を行った。また県内各地の社会福祉協議会等からの要

請により、地域のガイドヘルパー及び一般市民に対する誘導法の普及に協

力し、視覚障害者が安全かつ容易に外出できる環境作りに努めた。 

歩行指導の実施状況は次のとおり。 

・実施人数 ２７名（延べ１０８回）ほかガイド講習会等への協力多数 

 

２．パソコン指導の実施 

視覚障害者がパソコンを介して情報収集を図り、また情報伝達を円滑に

行うために、個々のニーズに応じて個別のパソコン、タブレット等の指導

を引き続き実施した。 

・実施人数 ２１名（延べ１０９回） 

タブレット講習の実施状況は次のとおり。 

・実施人数 １５名（延べ８６回） 

 

３．中途視覚障害者に対する点字学習指導 

点字学習を希望する中途視覚障害者に対して、ボランティアの協力を得

て個別に学習指導を行った。 

点字学習指導の実施状況は次のとおり。 

・実施人数 ７名（延べ８０回）修了人数 ４名 

 

４．視覚障害者職業訓練指導 

就職困難な視覚障害者や一般就労する視覚障害者に必要な技術指導を

行った。また、岐阜盲学校からの依頼で、重複障害の生徒に作業実習を行

った。 

・実施人数 ２名（延べ２回） 

作業実習の実施状況は次のとおり。 

・実施人数 延べ３７名（延べ９回） 

 

５．代読・代筆情報支援事業 

視覚障害者が社会参加する上で、書類の内容を読み取ることと記載する

ことに大きな障壁がある。来館された利用者に限られてしまうが、これら



の書類の代読・代筆を行った。 

・実施人数 ８名（延べ７回） 

 

６．相談 

生活相談全般にわたっての相談を受け、適切な処理を行った。 

・生活相談人数 １５７名（延べ１９２件） 

・日常生活相談(用具） ９７名（延べ１２２件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０１８年度「障害者総合支援法」による同行援護、移動支援事業報告書 

 

社会福祉法人 岐阜アソシア 

 

 「障害者総合支援法」の同行援護、移動支援事業を行い、視覚障害者・児の

社会参加を促進した。 

 （１）同行援護従業者の研修を実施し、初任者等の養成を行った。 

 （２）スキルアップ研修に参加し、資質の向上を図った。 

 （３）職員と共に事務を簡素化し、事業の充実を図った。 

 （４）ボランティアの協力によって行う「外出サポート事業」とのすみ分け

を明確にした。 

  ア. 同行援護、移動支援の利用を優先し、制度が利用できない場合に「外

出サポート」で対応した。 

  イ. 同行援護、移動支援利用のコーディネートは、職員が行った。 

   

  契約市町村数   ３６ 市町村 

  利用契約者数  １８９ 人   

   利用延べ回数  ７３４６ 回（延べ時間 ３２７６８時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


